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※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。
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水　稲水
稲 ７月農作業メモ 田代　好幸

農畜産課
0969-22-1105

１． 病害虫防除
品種 散布時期 対象病害虫 農薬名 散布時期

温　州
７月上旬～中旬 ※アザミウマ類　※ゴマダラカミキリ リーズン顆粒水和剤 2,000 倍　

黒点病 混用　エムダイファー水和剤 600倍
8月上旬 黒点病 　　ジマンダイセン水和剤 400倍

8月中旬～下旬 ミカンハダニ
ミカンサビダニ メビウスフロアブル 2,000 倍

中晩柑
7月上旬 ※アザミウマ類　※ゴマダラカミキリ リーズン顆粒水和剤 2,000 倍　

黒点病 混用　エムダイファー水和剤 600倍　
8月中旬～下旬 黒点病 　　ジマンダイセン水和剤 600倍

ミカンハダニ、ミカンサビダニ メビウスフロアブル 2,000 倍

共　通
７月上旬～9月中旬 ミカンハダニ ダニオーテフロアブル 3,000 倍

ミカンハダニ、ホコリダニ スターマイトフロアブル 2,000 倍
発生時 カメムシ スタークル顆粒水溶剤 2,000 倍　

テルスターフロアブル 3,000 倍　
※アザミウマ類、ゴマダラカミキリはアドマイヤーフロアブル　４，０００倍も使用可能です。（７月）
※カイガラムシ多発の場合は、モスピランSL2,000倍を散布しましょう。
※収穫前日数が近い場合は、ナティーボ（F）1,500倍を散布しましょう。
2． 施　　肥　○省力化タイプ（年２回施肥タイプ）

対象品種 肥料名 施肥時期 １０ａ当たり
デコポン・清見・甘夏・河内晩柑・パール柑 新アグリロング２８号 ７月上旬 ５袋

3． 葉面散布　
目　的 薬　剤　名 希釈倍数 備　考

果皮強化対策 ジューシーカル　又は　バイカルティ １，０００倍 温州・デコポン等

4． 摘果の実施
○温州みかん・・・小玉果や病害虫果を中心に摘果を行い、日焼けしやすい上向き果も摘果しましょう。
○中 晩 柑・・・７月中旬までに粗摘果が終わるよう作業を進め、最終着果数の２割増し程度まで落とします。品質の悪い裾

成り・内成りから行い、その後赤道部と樹上部の小玉果や傷果を中心に摘果しましょう。

果
樹 ７月・８月の柑橘園管理 鶴浜　研二

果樹園芸課
080-1771-4257

果　樹

◎いもち病・カメムシ・ウンカ対策（６月号掲載分）
　６月下旬から出穂が始まって、本田防除の時期となります。
水田の約５～６割程度の出穂が確認できる時期に、１回目の
本田防除として「トライスタークル」の散布をお願いします。
　また、2回目の本田防除は７日～１０日後に「キラップ」を散
布してください。尚、収穫の１４日前までに散布しましょう。
注）本田防除の実施後、病害虫が確認される場合には臨
時防除で対策をお願いします。散布する場合、農薬散
布の回数制限・散布時期の制限がありますので、注意
をお願いします。

注）特別栽培米用の農薬以外を散布した場合、出荷米は一
般米扱いとなりますが、収量の確保を優先してください。

◎収穫までの水管理
　出穂期以降は、米の登熟や品質向上を図るために、間断
灌水による水管理をしてください。酸素の補給、根の活力維
持につながります。落水は、収穫に支障がない限り遅らせて
ください（収穫前５～７日程度）

注）登熟期に、高温障害等による品質低下が見受けられるこ
とから、水管理は十分に注意を払いましょう。

◎収穫・乾燥調整
　早い地区では、７月下旬より収穫が始まります。穂のもみの
８５％程度が黄色く色づいた頃が収穫の最適期です。
　茎や葉が緑色であっても、籾は黄色くなっている事が多
いので、注意が必要です。
　刈り取り作業では、生もみで長時間放置するとムレ米とな
りますので、収穫後は速やかに通風乾燥をしてください。
　高温乾燥は、胴割れ等の発生原因となります。
　掛け干しの場合は、期間を３～４日程度を目安として、適
正玄米水分１５％～１６％で脱穀してください。尚、玄米仕上
げ水分は１５％を目標としてください。過乾燥や高水分は、
品質・食味を落としますので注意しましょう。
注）籾の乾燥中は、排気ホース等から籾殻が飛散するた
め、近隣の迷惑にならないように心がけてください。


